
 

投資事業評価調書（新規） 

   

事 業 名 事 業 区 間 総事業費 約1.1億円 

事業種目 道 路 道路改築事業 

（一）福住
ふくずみ

三田
さんだ

線 
三田市
さん だ し

東 本 庄
ひがしほんじょう

 内用地補償費 約0.7億円 

所  在  地 
事業採択 
予定年度 

着工予定 
年  度 

完成予定 
年  度 

三田市東本庄 平成18年度 平成18年度 平成19年度 

事 業 目 的 事 業 内 容 

 

・ 本路線は、（主）三田後
さんだしつ

川上
かわかみ

線、（主）三田
さんだ

篠山
ささやま

線、

（一）曽
そ

地中
じなか

三田
さんだ

線と国道１７６号及び（一）黒石
くろいし

三田
さんだ

線を結び、三田市北部地域の東西幹線である。 

・ 当該区間は幅員が狭小で、大型車のすれ違いが困難、

通学路でありながら歩道もないことから、交通安全上危

険な状態にある。このため現道拡幅、歩道設置工事によ

り、交通安全の向上を図る。 

 

道路改良（現道拡幅） L = 297 m 

【計画幅員】W = 6.0 (10.0) m (2車線+片側歩道) 

【現況幅員】W = 3.5～4.0 (4.0～5.0)ｍ 

【計画交通量】       2,800台/日 

【現況交通量(H11センサス)】2,540台/日 

【負担割合】  県：10／10 

 

評価視点 評価結果の説明 

 (1)必要性 
○安全・安心の確保 

・当該区間は三田市東本庄地区で唯一の未改良区間で幅員も狭小であり、前後が整備

済みで見通しも悪く、ボトルネック区間となっている。このため、円滑かつ安全な

車両の通行を可能にする。 

・本庄
ほんじょう

小学校
しょうがっこう

、長坂
ながさか

中学校
ちゅうがっこう

の通学路でありながら、歩道がなく、交通事故の危険

性が非常に高いため、安全な通学路を確保する。 

・三田市本庄地域の生活道路とし、円滑かつ安全・安心な道路を整備する。 

○暮らしと交流を支え

る道づくり 
・三田市北部地域の東西幹線である本路線の整備により、点在する集落間の連携の強

化が図られる。 

○地域ニーズ ・通学児童及び自転車通学の生徒の安全確保のため、地元自治会及び市立本庄小学校
から早期整備の要望がある。 

 (2)有効性・効率性 

○有効性 
・費用便益比 Ｂ／Ｃ＝１．７ 

○効率性 

    （事業執行環境） 

・地元自治会、PTAからの強い整備要望を背景に、円滑な事業実施に向けた、地元の協

力体制が整っている。 

 (3)環境適合性 ・切、盛土法面には、周辺植生に配慮した緑化を行い、環境への影響を最小限に留め 

る。 

(4)優先性 ・国道176号と(一)曽地中三田線との間に残る唯一の未改良区間で日々の生活に支障を

与えている。「地域生活道路」として早急に整備する必要がある。 

 

 

 
 

部課室名 
県土整備部土木局 

道路建設課 

記入責任者職氏名 

（担当者氏名） 

道路建設課長 多田 智 

(課長補佐兼県道係長 吉村 文章） 
内線 

４３６２ 
（４３７６）

 


